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２月３日 福者ユスト高山右近殉教者 記念日 

教皇シスト五世の高山右近あての書簡 

キリスト者は聖性への道をまっとうするよう努めます。 

 

わたしの愛する子、ユスト高山右近殿へ。 

わたしの愛する子であるあなたに、わたしのあいさつと教皇の祝福を送ります。 

神を敬い心から仕えるキリスト者は、この世での務めを潔く捨て、またこの世の富に頼らず、主

から与えられた恵みとして苦しみを受け入れ、聖性への道をまっとうするよう努めます。あなたは

その模範を本当によく示してくれました。追放という身分から逃げ出すことなく、築き上げたすべ

ての富を失っても、神を信じて生きる毅然とした態度は揺らぐことはありません。あなたは神への

義のために、あらゆる欠乏の中で信仰、希望、愛をはぐくんできました。キリストの教えは、見た

目にはいのちが軽んじられるような殉教というあかしによって広められてきました。あなたは追放

の境遇を通して、そのことを真によく示しています。主の栄光のために、また、あなたとあなたの

国の人々の救いのために、最期まで忠実に自分をささげ尽くすことのできるキリスト者は、すでに

天の国の栄光を約束されています。あなたのあかしはその模範です。私は、あなたのこうした信仰

とあかしを本当に喜び、心からの賛辞と教皇の祝福を送ります。あなたは、「義のために迫害を耐

え忍ぶ人は幸い、天の国はその人のもの」という主のみことばを知っています。キリストに倣って

自分で十字架を担う人は、茨の冠をかぶせられた頭と一緒に、その体も苦しまなければならないよ

うに、主の後に従って生きることの意味をあなたはよくご存じです。わたしはあなたに勧告などい

たしません。あなたは、ことばに尽くせない聖徳に恵まれているからです。わたしはあなたをあら

ためて励ましたりなどしません。あなたはすでに情熱に満ちあふれているからです。わたしがここ

で告げたいのは、あなたに対してではなく、他の人々のためなのです。わたしが人々に伝えたいこ

とは、あなたがすでにこれまでの生活でしっかりとあかししてきたことなのです。滅びることのな

い天の国の富は、あなたが地上で取り上げられ失った富とは比べものになりません。揺るぐことの

ない信念を盾に、情熱的な愛を剣にして、あなたは天の国の富を得ることになるでしょう。 

1590年 4月 24 日、教皇在職五年目 

 ローマ、聖ペトロの傍らにて 

教皇シスト五世 

高山 右近・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1552 年、摂津の国（現在の大阪府豊能郡）に生まれ、11 歳で家族とともに受洗。のちに高槻城主となり、織田信長、

豊臣秀吉の重臣として仕えた。また宣教師を助けながら、領内で福音宣教を積極的に進めると同時に、慈悲のわざにも力

を尽くした。1587 年、伴天連追放令に伴い、秀吉から棄教を強く命じられたが応ぜず、大名の地位を追われた。加賀

の前田家に保護され、金沢の地で福音宣教に励んだ。江戸幕府のキリシタン禁教令により、1614にマニラに追放され、

翌年2月3日、同地で逝去。2017年 2 月7日、大阪で列福された。 
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＜行事報告＞ 

「祈りと音楽の集い」～クリスマス音楽の集い～(2017 年 12 月 23 日) 

 

12 月 23 日（祝）午後、当教会の大聖堂で「クリスマス音楽

の集い」が開催され、約 170 名が来場されました。当教会の音

楽家、音楽愛好家による手作り音楽の集いでしたが、多くの方

の来場により成功裡に終わりました。 

         （ 音楽チーム 蛭田 ） 

 

昨年 12 月 10 日に開催された第 15 回メサイア・クリスマスコンサートに続いて、12 月 23 日（土）

には、「クリスマス音楽の集い」が、カトリック六甲教会主聖堂で開催され、両方出席させていた

だきました。開演前から大勢の群集が詰めかけ、もりあがった雰囲気でスタートしました。 

「カトリック六甲教会聖歌隊」は、有志の聖歌研究会のグループが母体となっているそうですが、

日頃の熱心な練習の賜物だと思います。それぞれの演奏が、華やかに大聖堂に響き、聴衆の気分も

高揚し、楽しいひとときを堪能させていただきました。 

「クリスマス音楽の集い」は、今年も 12 月２３日に開催予定とのこと。また参加したいと思い

ます。                                 （ 浅沼 ） 
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＜行事報告＞ 

“神戸の冬を支える会” 越冬・越年炊出し活動報告 

  

“神戸の冬を支える会” は、1995 年 1月 17 日の阪神淡路大震災のあと、以前から野宿生活を余

儀なくされている人たちをも支援しようと、いくつかの団体や個人よるネットワークの任意団体と

して活動を始めました。 

 現在の活動は、日常的には神戸市小野浜公園での炊出しや、神戸や姫路の事務所での相談支援。 

相談支援活動は、弁護士や司法書士と言った法律家や社会福祉士、医療機関などと連携して行って

います。 

年末年始には、神戸の東遊園地や尼崎の橘公園で越冬越年活動を行っています。12 月 28 日～1月 5

日までいろいろな団体が当番で炊き出しに参加し、カトリック社会活動神戸センターも 1月 1日と

1月 5日は、東遊園地で炊き出しを毎年行っています。今年の参加状況は以下の通りでした。 

  1 月 1 日 おじさんたち 167 名 ボランティア 61 名 計 228 名 メニューはお雑煮とごはん 

 1 月 5日 おじさんたち  92 名、ボランティア 48 名、計 140 名  カップ麺とおにぎり 
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六甲学院生のボランティア。 

 おじさん達にお土産を配っています。 

お土産は六甲教会からの差し入れで、袋には 

菓子パン＆バナナは各 1 個と、カイロは２枚づつが

入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出しに参加した六甲学院生ボランティアの声 

 ● 僕は一回もこのような団体と一緒に活動したことがないのでいい経験になったのではないか

と感じました。あとこの世の中にはこのような生活に困っている人が多数いるのだなあと改めて実

感しました。 

 ● 炊き出しをしてみて真面目に働いていてもちょっとしたことで働けなくなって家がなくなっ

てしまうことは怖いなと少し思った。そこでもっと行政がフォローするべきなんじゃないかなと感

じた。 またこれまで一度も炊き出しなどの活動に参加したことがなかったのでいい経験ができた

と思う。 

 ● たくさんの人の話を聞くことができたが特にスリランカ出身のかたの話は興味深かった。 誰も

が親切に対応してくれてとても活動がしやすかった。 

 ● 最初は正直嫌だった。でもやっているうちに何と言うかまんざらでもない感じになった。ど

こかに誰かの助けを必要としている人が いる とわかった。 

 

また、一人暮らしのかたで、炊き出しのお手伝いに来られたかたも、「元旦に家に一人で閉じこ

もっているより、外でみんなとお雑煮を作って一緒に食べられてとても楽しかった。」という声も

ありました。                                                         （社会活動部） 
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＜行事報告＞ 

新成人の祝福と教会新年会（１月７日） 

 

成人の日の前日、１０時ミサ中に新成人の祝福が行われまし

た。ご紹介します。 

 

アシジ・フランシスコ 藤原 さん 

ルカ         宮崎 さん 

 

 

 

その後、灘西・中央地区の担当で教会新年会が行われ

ました。 

新成人や受洗者・転入者の紹介があり、軽食と共に歓

談し、ゲームなどの楽しい時間を老若男女で過ごしまし

た。 
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≪ 各 部 だ よ り ≫ 各専門部会の活動をお知らせいたします。 

 小教区評議会 

2 月 3 日(土) 10：00 小教区拡大評議会 

（イグナチオホール） 

 地区会 

2 月 4 日(日) 12:00 地区役員会 

（第１、第２会議室） 

 

 社会活動部 

2 月 2日(金)初金ミサ後 第 3回連絡会＆慰労会 

（第１、第２会議室） 

 施設管理部 

2 月 25 日（日）10：00 施設管理部会 

 

 典礼部 

2 月 17 日(土) 10:00 典礼部会 

 

 広報部 

2 月 24 日(土) 10:00 教会報印刷 

 

 

≪ お 知 ら せ ≫  教会のみなさまに知って頂きたい活動やお知らせです。 

◆ 社会活動部より ◆ 

2 月 7 日（水） 10 時  手芸の集い（第 1、第 2会議室） どなたでも参加ご自由です。 

2 月 10 日（土）10 時  炊き出し （イグナチオホール 台所） 

             小野浜グランドにて、おじさん達のお話相手や配食だけでも OK です。 

2 月 18 日（日） 10 時ミサ後 ふれあい広場 (イグナチオホール) 

  2 月 26 日（月） ９時半  ともしび会（イグナチオホール台所）施設の子どもたちへのケーキ作り 

 

 

神戸地区社会活動委員会からのお知らせ 

静修会のご案内 

～ともに、この一年をふりかえりましょう～ 

テーマ『現代社会と教会生活』 
－私の召命物語から Part 2－ 

 
           日時：2018 年 2 月 24 日（土） 13：00～16：00 

場所：カトリック住吉教会  

※公共の交通機関をご利用ください。 

指導：申 繁時 神父（社会活動委員会 担当司祭） 

申込：社会活動委員会事務局  fax 078-221-4733 

                 e-mail sinapiskobe@yahoo.co.jp 

             締切：2018 年 2 月 18 日（日） 

           主催：神戸地区社会活動委員会 シナピス神戸 

    ※社会活動委員でない方のご参加も歓迎いたします。 
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◆ 典礼部より ◆ 

＊＊＊聖体授与の臨時の奉仕者の集いについて（お知らせ）＊＊＊ 

日時：２月 11 日(日)１３：００～１５：３０ 

スケジュール    ・１３：００  ミサ   （小聖堂） 

・１４：００  分かち合い（第３、第４、第５会議室） 

・１５：００  まとめ  （第４会議室） 

 

上記の通り、聖体授与の臨時の奉仕者の集いを開催いたします。皆様のご参

加をよろしくお願いいたします。 

なお、2017 年教会行事予定には、開催時間が 12：00 と記載されていますが、

13：00 に変更いたします。 

 

 

 

祈りと音楽の集い 

～四旬節の祈り～ 

 

日時：  2018 年 2 月１８日（日） 

            開場 13：30 

開演 1４：00 

場所： カトリック六甲教会  主聖堂 

入場無料 

   

【プログラム】 

      メンデルスゾーン：３つの前奏曲とフーガより第 2 番ト長調 

     パッヘルベル：われ苦しみの極みにあるとき、 

     シャイト：イエスは十字架につけられ給いて 

     スウェーリンク：半音階的幻想曲      

     J.S.バッハ：おお、人よ、汝の大いなる罪を嘆け 

           バビロンの川のほとりにて 

           おお、神よ、まことの神よ   

     ブラームス：我が心の切なる願い 

     ケルル：パッサカリア二短調 
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み ん な の 広 場 

《 聖 暦 年 》 

もう２月です。２日は「主の奉献」の祝日、３日は「福者ユスト高山右近」の記念日、５日は「日

本 26 聖人殉教者」の祝日、11 日の「ルルドの聖母」は主日に当たり省かれます。 

 去年は３月１日であった「灰の水曜日」が、今年は２月 14 日にもう四旬節に入ります。 

 市販のカレンダーに支配されて忘れてしまう聖暦年が、わたしたちの本当のカレンダーであるこ

とを心に留めて日々を過ごしたいものです。            （ ヨハネ 三好 ） 

 

✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜ 

 

２月１４日 灰の水曜日 

ミサ  7：00、10：00、19：00 

すべてのミサで灰を受けられます。 

２月 11 日までに昨年の枝をお持ちください。 

 

教会報 3月号の発行は 3月 4日（日）です。 

原稿は 2月 18日(日)までに教会受付へご提出く

ださい。FAX 及びメールでも受付いたします。 

(広報部) 

http://www.rokko-catholic.jp 

カ ト リ ッ ク 六 甲 教 会 

〒 657-0061 神戸市灘区赤松町 3-1-21 

電    話 ０ ７ ８ -８ ５ １ -２ ８ ４ ６ 
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